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ＰＯＳ分析 

棚 POWER には二種類の分析機能があります。一つは作成した棚割モデルを対象に分析を

行う棚割分析。もう一つが棚割モデル、陳列は加味せず、登録した売上データのみを分析す

る POS 分析です。 

POS 分析では、店舗ごとに売上を登録し店舗間で売り上げの比較をしたり、ABC 分析や、

商品の売り上げを時系列で確認したりすることができます。 

 

「POS 分析編」では、POS 分析についてデータ準備・登録・分析設定・分析例と一連の操

作を説明します。（棚割分析については「棚割分析編」をご確認ください） 

1-1.事前準備・操作手順 

POS 分析で何の分析を行うかによって登録するデータは変わってきます。 

今回は、棚割分析ではできない「店舗間での商品の売上比較」を行うと仮定し、データ登録、分析設定を行っ

ていきます。 

 

【登録するデータ一覧】 

・企業コード、名称 … 棚 POWER 上で登録 

・店舗(エリア)コード、名称 … 棚 POWER 上で登録・数が多い場合は Excel 等ファイルをインポート 

・売上 POS データ … Excel，CSV ファイルよりインポート 

 

分類間の比較を行う・グラフに分類別のデータを表示する場合 

・カテゴリー(分類)コード、名称 … Excel，CSV ファイルよりインポート ※既に登録している場合は不要 

 

【操作手順】 

① 企業・店舗・カテゴリーのマスターデータを登録（ページ 1～） 

② 売上 POS データを登録（ページ 6～） 

③ 分析を実行するための設定を実施（ページ 15～） 

④ POS 分析実行～結果をファイル出力（ページ 21～） 

  

2-1.マスター登録 

1．棚割操作-[POS 分析] をクリックして、POS 分析画面を表示します。 

※棚割モデルを表示、非表示どちらの場合でも表示可能です 

 

POS 分析画面には［分析］・［マスターメンテナンス］・［データ移行］のタブがあります。 

［分析］タブは分析設定、POS 分析を実行する際に使用し、［マスターメンテナンス］は企業や店舗を個々に

棚 POWER で直接登録する場合に使用します。ファイルを使用して一括登録する場合は［データ移行］よりイ

ンポートを行います。 

 

 POS データ登録 分析設定 マスター登録 実行・出力 
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2．［マスターメンテナンス]タブを選択します。 

POS 分析で登録、使用できるデータは「企業」「店舗」「カテゴリー（分類）」「週番号」「売上情報」「レジ通

過人数」「商品情報（簡易版）」です。 

「カテゴリー（分類）」「週番号」「レジ通過人数」「商品情報（簡易版）」は必要時のみ登録します。 

※「カテゴリー（分類）」の登録については「2-3 カテゴリー登録（p4）」をご確認ください 

 

3．企業情報を登録します。［企業情報］のアイコン、またはメンテナンスをクリックします。 

 

4．左側に 10 桁以内のコード、右側に 30 桁以内の名称を入力し、［登録］をクリックします。 

 

5．店舗情報を登録します。［店舗情報］のアイコン、またはメンテナンスをクリックします。 

 

6．［企業情報］より該当する企業を選択します。 

左側に 10 桁以内のコード、右側に 30 桁以内の名称を入力し、［登録］をクリックします。 

登録店舗数が多い場合は、2-2「マスター登録（一括）」をご確認ください。 

 



 

操作テキスト  ＰＯＳ分析編 

3 
 

2-2.マスター登録（一括）「店舗情報」 

登録する店舗の数が多い場合は、棚 POWER の棚割分類に登録した店舗コード・店舗名称をインポートする

か、ひな形ファイルに店舗コード・名称を記載してインポートし、一括登録できます。 

7．ひな形ファイルを出力します。 

［マスターメンテナンス］-［店舗情報］より「エクスポート」をクリックします。 

 

8．［実行］をクリックし、任意の場所を選択、ファイル名を入力して保存します。 

出力後「終了しました」メッセージを［OK］で閉じ、エクスポート画面を終了します。 

9．上記 8 で出力したファイルを開き、店舗コード・店舗名称を入力、コピー貼り付け等を行います。 

 

■企業コード 

上記 6 で登録した企業コードを入力します。 

※未登録の場合はエラーになります 

10．［マスターメンテナンス］-［店舗情報］より「インポート」をクリックします。 

 

 

11．「ファイルからインポートする」を選択して［実行］をクリックします。 

上記 9 で作成したファイルを選択して［開く］をクリックします。 

 

■棚 POWER からインポートする 

［棚割分類］に登録した内容を POS 分析に流用で

きます。 

すでに登録している店舗と同じコード・ 

名称を使用する場合は「棚 POWER から 

インポートする」を選択し、該当の棚割 

分類を選択して実行します。 
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2-3.カテゴリー登録 

POS 分析にメーカーや品種を表示したり、分類間で比較をしたい場合には商品の分類登録が必要です。 

すでに棚 POWER の「商品分類」にメーカーや品種を登録している場合は、POS 分析用に登録する必要はあ

りませんが、棚 POWER に分類を登録していない場合、また POS 分析用の商品には分類登録をしていないと

いう場合には、POS 分析上で「カテゴリー」登録を行います。 

※カテゴリーは登録しなくても商品間の比較や ABC 分析などは可能です。 

［マスターメンテナンス］他箇所に「カテ

ゴリー」が表示されていない場合は、画面

左上丸いボタンより「環境設定」を表示

し、「カテゴリー」を「使用」に変更し、

設定してください。 

12．数が少ない場合は棚 POWER 上で直接登録します。 

［マスターメンテナンス］-［カテゴリー］のアイコンまたはメンテナンスを選択します。 

 

13．左側に 10 桁以内のコード、右側に 30 桁以内の名称を入力し、［登録］をクリックします。 

 

14．登録数が多い場合は、店舗と同じくひな形ファイルを使用して一括登録を行います。 

ひな形ファイルを出力します。 

［マスターメンテナンス］-［カテゴリー］より「エクスポート」をクリックします。 
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15．［実行］をクリックし、任意の場所を選択、ファイル名を入力して保存します。 

出力後「終了しました」メッセージを［OK］で閉じ、エクスポート画面を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16．上記 15 で出力したファイルを開き、カテゴリーコード・名称を入力、コピー貼り付け等を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

17．［マスターメンテナンス］-［カテゴリー］より「インポート」をクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18．「ファイルからインポートする」を選択して［実行］をクリックします。 

上記 16 で作成したファイルを選択して［開く］をクリックします。 

 

■棚 POWER からインポートする 

［カテゴリー］に登録した内容を POS 分析に流用できます。 

すでに登録しているカテゴリーを使用する場合は、 

「棚 POWER からインポートする」を選択し、実行します。 
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3-1.POSデータ 

売上情報・POS データを登録します。 

インポート用ファイルの必須項目は「JAN コード」「売上数量」「売上金額」ですが、データ状況によって必

要な内容が変わります。（売上数量だけ、売上金額だけの登録も可能です） 

 

① 複数の店舗の POS データを一度に登録（インポート）する場合： 

必須項目の他「店舗コード」が必要 

② 1 ヶ月分でなく複数月の POS データを一度に登録（インポート）する場合： 

必須項目の他「年」「月（または週）」の記載が必要 

③ カテゴリー（商品分類）を POS データと一緒に登録（インポート）する場合： 

必須項目の他「カテゴリーコード（2-3 カテゴリーで登録したコード）」が必要 

④ 棚 POWER に登録していない商品の売上データが登録対象の場合： 

必須項目の他「商品名」の記載が必要 ※なくても分析は可能・分析結果に「未登録」と表示 

 

1 店舗・1 ヶ月分のデータであればインポート時に店舗や年月を選択できるためファイルには記載不要です。 

複数店舗・複数月のデータをカテゴリー、商品名も含めて一括で登録する場合は、以下のように店舗コードや

年月などをファイル内に記載する必要があります。 

※1 店舗・1 ヶ月分ごとに複数回インポートして登録することは可能です。 

 

「JAN コード」「売上数量」「売上金額」「店舗コード」「年」「月」「カテゴリーコード」「商品名」 

 

3-2.POSデータのインポート（複数店舗・複数月） 

複数店舗・複数月の売上 POS データを一括でインポート（登録）します。 

カテゴリーと商品名も同時にインポートします。 

19．［データ移行］-［インポート］をクリックします。 

 

 POS データ登録 分析設定 マスター登録 実行・出力 



 

操作テキスト  ＰＯＳ分析編 

7 
 

  

20．「インポートフォルダの設定」横のフォルダーマークをクリックし、インポートするファイルが保存され

ているフォルダーを選択します。 

※ファイルは表示されないため、ファイルが格納されているフォルダーを選択してください。 

 

21．該当情報に表示された「その他」の文字上をクリックし、右側のファイル一覧よりインポートするファイ

ルを有効にして、［次へ］をクリックします。 

※ファイルが 1 つの場合は「その他」左側のチェックボックスを有効にします。 

 

22．「インポート情報の選択」は「売上情報」、期間区分は「月」、データ種別は「実数値」にします。 

※週単位の売上の場合は期間を「週」。PI 値で登録する場合はデータ種別を「PI 値」にしてください。 

※未登録コードをマスターに登録 

有効時、ファイルに記載されているコードが棚 POWER に登録されていない商品の JAN コードだった 

り、店舗コードだったりした場合、POS 分析用に登録します。 

 

23．「企業コード」横の空白をクリックし「指定」を選択します。 

オプション欄「ここをクリックし設定してください」上をクリックして企業を選択します。 
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24．「店舗コード」横の空白をクリックし、画面下の店舗コードが記載されている列のアルファベットを選択

します。 

 

25．「カテゴリー」横の空白をクリックし、画面下のカテゴリーコードが記載されている列のアルファベット

を選択します。 

 

26．「年」「月」それぞれ横の空白をクリックし、「年」は「指定日」を選択してオプション欄「ここをクリック

し設定してください」に 4 桁（YYYY）で入力します。 

「月」は画面下の月が記載されている列のアルファベットを選択します。 

 

27．「売上情報区分」は横の空白をクリックして「通常」を選択します。 

 

28．「共通商品コード」「売上数量」「売上金額」は、それぞれ横の空白をクリックし、画面下の JAN コード（共

通商品コード）・売上数量・売上金額が記載されているアルファベットを選択します。 
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29．「商品名」横の空白をクリックし、画面下の商品名が記載されているアルファベットを選択します。 

※不要な場合は空白のままでも問題ありません 

 

30．実際にインポートするデータ行のみ指定するため「開始行数」を指定して、タイトルやヘッダー行を読み

込まないようにします。 

 

 

 

 

 

■設定保存・設定読込 

上記までの設定を残しておく場合

は、［設定保存］をクリックし、名

前を付けて登録します。 

 

エラーが発生した場合の再インポー

トにも使用できるため、登録を推奨

します。 

 

インポート開始時に［設定読込］よ

り登録した設定を選択、反映できま

す。 

■別画面表示 

画面が見づらい場合は「別画面表示」をクリ

ックすると、別画面に大きく表示できます。 
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31．［次へ］をクリックします。 

 

 

32．［実行］をクリックし、確認メッセージを「はい」で進めます。 

 

 

 

■エラー発生時 

エラー箇所が赤くなり、メッセージが表示

されます。 

■エラー発生時 

ログ情報確認のメッセージが表示されます。 

［はい］をクリックし、ログ内のエラー内容を確認します。 
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3-3.POSデータのインポート（1店舗・1ヶ月） 

1 店舗分、1 ヶ月のみの売上 POS データをインポート（登録）します。 

企業や店舗、カテゴリーは事前に登録が必要です。インポート時に対象の店舗や年月を選択・入力して登録し

ます。 

※上記 6～7 ページ・19～23 までは同じ手順です。 

 

33．［データ移行］-［インポート］をクリックします。 

 

34．「インポートフォルダの設定」横のフォルダーマークをクリックし、インポートするファイルが保存され

ているフォルダーを選択します。 

※ファイルは表示されないため、ファイルが格納されているフォルダーを選択してください。 

 

35．該当情報に表示された「その他」の文字上をクリックし、右側のファイル一覧よりインポートするファイ

ルを有効にして、［次へ］をクリックします。 

※ファイルが 1 つの場合は「その他」左側のチェックボックスを有効にします。 
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36．「インポート情報の選択」は「売上情報」、期間区分は「月」、データ種別は「実数値」にします。 

※週単位の売上の場合は期間を「週」。PI 値で登録する場合はデータ種別を「PI 値」にしてください。 

 

※未登録コードをマスターに登録 

有効時、ファイルに記載されているコードが棚 POWER に登録されていない商品の JAN コードだったり、 

店舗コードだったりした場合、POS 分析用に登録します。 

 

37．「企業コード」横の空白をクリックし「指定」を選択します。 

オプション欄「ここをクリックし設定してください」上をクリックして企業を選択します。 

 

38．「店舗コード」横の空白をクリックし「指定」を選択します。 

オプション欄「ここをクリックし設定してください」上をクリックして店舗を選択します。 

 

39．「年」「月」それぞれ横の空白をクリックし、「指定日」を選択します。 

オプション欄「ここをクリックし設定してください」より、「年」は 4 桁（YYYY）で入力・「月」は 2 桁（MM）

で入力します。 

 

40．「売上情報区分」は横の空白をクリックして「通常」を選択します。 
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41．「共通商品コード」「売上数量」「売上金額」は、それぞれ横の空白をクリックし、画面下の JAN コード（共

通商品コード）・売上数量・売上金額が記載されているアルファベットを選択します。 

 

 

42．実際にインポートするデータ行のみ指定するため「開始行数」を指定して、タイトルやヘッダー行を読み

込まないようにします。 

 

 

 

■別画面表示 

画面が見づらい場合は「別画面表示」をクリ

ックすると、別画面に大きく表示できます。 

 

■設定保存・設定読込 

上記までの設定を残しておく場合

は、［設定保存］をクリックし、名

前を付けて登録します。 

 

エラーが発生した場合の再インポー

トにも使用できるため、登録を推奨

します。 

 

インポート開始時に［設定読込］よ

り登録した設定を選択、反映できま

す。 
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43．［次へ］をクリックします。 

 

 

 

44．［実行］をクリックし、確認メッセージを「はい」で進めます。 

 

 

 

■エラー発生時 

エラー箇所が赤くなり、メッセージが表示

されます。 

■エラー発生時 

ログ情報確認のメッセージが表示されます。 

［はい］をクリックし、ログ内のエラー内容を確認します。 
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4-1.分析設定 

POS 分析を実行するための設定を行います。 

どの店舗を、分類、商品を分析対象にするか、どんな条件で分析するのかをあらかじめ設定します。 

45．［分析］-［新規作成］をクリックします。 

2 回目からは［開く］より、一度設定した内容を呼び出して使用可能です。 

 

46．まず［分析情報］設定より、POS 分析に使用する「企業」「店舗」「カテゴリー（※使用時のみ）」を選択し

ます。こちらの設定は必須です。 

※POS 分析用の売上データを登録していない場合は、棚割分析用の売上情報を［棚 POWER］タブより選択

可能です。 

47．「企業情報」をクリックして対象の企業を選択します。 

 

48．「店舗情報」をクリックして対象の店舗を選択します。1 店舗のみ、複数店舗の選択が可能です。 

複数の店舗を比較したい場合は、選択店舗より比較する店舗をすべて選択します。 

 

 POS データ登録 分析設定 マスター登録 実行・出力 
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49．「カテゴリー」より分析対象のカテゴリーを選択します。1 カテゴリー、複数カテゴリー選択できます。 

※カテゴリー使用時のみ表示されます 

 

50．基準情報「データ種別」より「実数値」、売上情報区分「通常」を選択します。 

※PI 値登録している場合は「データ種別：PI 値」を選択します。 

51．［次へ］をクリックします。 

 

52．［基準情報］設定を必要時行います。 

基準情報を設定すると、各店舗と全店舗集計との比較や、各店舗と市場・エリア集計との比較が可能です。 

各店舗間だけの比較をする場合には設定不要です。 

今回は「全店集計」と各店舗の比較を行うため、基準情報を設定します。 

「［基準情報］設定」左のチェックボックスを有効にします。 

 

53．「企業情報」をクリックして対象の企業を選択します。 
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54．「店舗情報」をクリックして対象の店舗を選択します。1 店舗のみ、複数店舗の選択が可能です。 

基準情報では「全店合計値」が選択できます。 

 

55．「カテゴリー」より分析対象のカテゴリーを選択します。1 カテゴリー、複数カテゴリー選択できます。 

基準情報では「全カテゴリー合計値」が選択可能です。 

※カテゴリー使用時のみ表示されます 

 

56．基準情報「データ種別」より「実数値」、売上情報区分「通常」を選択します。 

※PI 値登録している場合は「データ種別：PI 値」を選択します。 

57．［次へ］をクリックします。 

 

58．［集計商品絞込］設定より、分析対象の商品を指定します。 

「集計商品（絞込設定）」は「全商品」，「商品分類指定」，「商品指定」から選択します。 

 

全商品：すべての商品を対象に指定（※） 

商品分類指定：集計対象の分類を指定 

商品指定：集計対象の商品を指定（※） 

 

※「未登録商品も集計対象にする」を 

有効にすると、棚 POWER に登録されて 

いない商品で売上データ内のみに登録さ 

れている商品も集計対象にします。 
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59．上記 58 で「全商品」もしくは「商品分類指定」を選択した場合は、「集計商品（表示件数）」を設定します。 

順位または比率で、売上数量/金額の上位いくつまで商品を分析結果に表示するかを設定します。 

最大表示可能件数は 1000 件です。 

60．［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

61．［詳細情報］設定を行います。 

「分析商品分類」ではグラフ分析で使用する商品分類を選択します。 

「ABC 区分点」では ABC 分析に使用する A、B ランクの割合を入力します。 

62．［次へ］をクリックします。 

 

63．［分析期間］設定を行います。 

登録した売上 POS データ内のどの期間を分析に使用するかを設定します。 

上記 52［基準情報］も有効にしている場合、分析情報、基準情報ともに設定します。 

 

・基準項目：順位設定・比率設定から選択可能 

・絞込方法：売上数量・売上金額から選択可能 

※粗利・PI 値登録時は、粗利率・売数 PI・売金 PI・粗利 PI も選択可能です 
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64．［集計開始］をクリックします。 

65．「実行しますか」確認メッセージを「はい」で続行します。 

 

4-2.分析設定の保存・呼び出し 

一度行った分析設定は保存しておくことができます。 

二回目以降は保存した設定を選択するだけで分析を実行できます。 

66．［保存］をクリックします。 

棚割保存と同じく、アイコンをクリックすると「新規保存・上書き保存」、文字上をクリックすると、 

「上書き保存」「名前を付けて保存」になります。 

 

67．名称を付けて［登録］をクリックします。 

 

［データ確認］より売上データの

登録状況を確認できます。 
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68．登録した分析設定を呼び出して分析を実行します。 

［開く］をクリックします。 

 

69．過去に登録した分析設定の中から、分析に使用したい設定をクリックして［選択］をクリックします。 

 

70．表示した分析の設定を変更して上書きする場合は、［保存］-「上書き保存」を選択。新しく別に保存すると

きは［保存］-「名前を付けて保存」を使用します。 

 

71．不要になった分析設定は［開く］画面より削除できます。 

不要な分析設定をクリックして［削除］をクリックします。 
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5-1.POS分析メニュー 

分析設定に基づき、登録した売上 POS データを様々な分析で表示、出力します。 

POS 分析には「クロス ABC 分析」「ランキング分析」「ギャップ分析」「グラフ分析」「時系列分析」「前

年比較」の 6 つがあり、この 6 つの分析の設定を目的別に登録した「基本メニュー」があります。 

基本メニューの一部の設定を変更して、独自メニューも作成できます。 

 

72．「クロス ABC 分析」 

ABC 分析を 2 項目同時に表示するクロス ABC 分析をマトリクス形式で表示します。 

売数(売上数量)×売金(売上金額)、売数×粗利といった分析や、異なる店舗の売上数量、売上金額を比較し

て分析することも可能です。 

基本メニューには「クロス ABC」と「比較クロス ABC」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「クロス ABC（売数×売金・売数×粗利・売金×粗利）」 

基本メニューから 3 種類のクロス ABC 分析を選択可能です。すべて分析結果はマトリクス形式で表示しま

す。クロスさせることで「売上数量は C ランクだが、粗利は A ランク」といった商品を確認できます。 

 

「比較クロス ABC（売数・売金・粗利）」 

異なる店舗に対して同一の項目で ABC 分析を行います。「同規模 A 店と B 店で売上数量を比較」や「市場

と各店舗を比較し、市場では A ランクだが店舗では C ランク」といった商品を確認できます。 
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■設定変更方法 

対象の店舗を変更する場合は「表示情報①」より選択します。 

クロス項目の変更は「クロス項目(1)」「クロス項目(2)②」より変更可能です。 

変更後は、かならず［分析実行③］ボタンをクリックしてください。 

 

 

73．「ランキング分析」 

企業、店舗で取り扱っている商品の売上ランキングを表示します。一覧形式でどの商品が売れているか、売

れていないかが一目で確認できます。 

  基本メニューには「店舗別商品ランキング」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「店舗別商品ランキング」 

店舗別に商品の売上ランキングを表示します。市場や店舗合計と比較することも可能です。 

 

■設定変更方法 

店舗合計値（市場 POS）を表示せず、店舗間だけで比較する場合は「基準情報表示①」を無効にします。 

分析項目を粗利や PI 値に変更する場合は、「分析項目(1)」「分析項目(2)」②より変更します。 

変更後は、かならず［分析実行③］ボタンをクリックしてください。 

①  
③ 

② 

③ 

① 

② 
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74．「ギャップ分析」 

商品ランキングを元に「市場では売筋商品なのに特定の店舗でだけ売上がない」「全体の採用率は低いが、

採用している店舗では売上が高い」といったギャップがある情報を発見しやすく表示します。 

基本メニューには「チャンスロス発見」「拡販候補発見」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「チャンスロス発見」 

市場 POS や店舗合計値と各店舗を比較し、売り逃し=チャンスロスしている可能性のある商品を発見しや

すく表示します。市場、複数店舗では売筋商品なのに、特定店舗では売れていないといった商品を確認でき

ます。 

 

「拡販候補発見」 

チャンスロスとは逆に、市場 POS や店舗合計値と各店舗を比較し、採用していない店舗へ拡販できる可能

性のある商品を発見しやすくします。市場、複数店舗では売れ筋商品ではないが、採用している店舗では売

上に貢献している商品を確認できます。 

 

※設定変更方法はランキング分析と同様です 
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75．「グラフ分析」 

メーカー、品種といった分類や商品の店舗別売上を棒グラフで表示します。店舗別の売上や売筋メーカー、

品種も確認できます。※商品分類登録またはカテゴリー登録が必要です 

基本メニューには「TOP10」「クロス売上」「商品 TOP30」「店舗別構成比」「店舗別売上」をご用意してい

ます。 

■基本メニュー 

「TOP10（メーカー・品種）」 ※p18 (61～62)分析設定［詳細情報］設定時の分類に依存します 

売上上位のメーカー、品種を確認できます。店舗は色別に表示、表示する分類を個別に選択も可能です。 

 

 

「クロス売上（メーカー・品種）」 ※p18 (61～62)分析設定［詳細情報］設定時の分類に依存します 

メーカーや品種といった分類をクロスさせ、売上を確認できます。 
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「商品 TOP30」 

売上上位 30 商品を確認できます。表示する商品を任意に選択することも可能です。 

 

「店舗別構成比」 

店舗別の売上を品種別、メーカー別、商品別の構成比積上グラフで確認できます。各店舗でどの品種、商品

が売れているかの状況も同時に確認可能です。 

 

「店舗別売上（売数・売金・粗利）」 

店舗別の売上を品種別、メーカー別、商品別の積上グラフで確認できます。 
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■設定変更方法 

分類や商品への切替えは「項目」より選択します（①）。［絞込］から表示対象の分類、商品を選択可能です。 

グラフを変更する場合は「表示形式（②）」より変更します。 

変更後は、かならず［分析実行③］ボタンをクリックしてください。 

 

 

76．「時系列分析」 ※複数期間の登録が必要です 

品種、メーカー、商品の店舗別売上を折れ線グラフで表示します。 

複数期間の売上を表示し、どのように推移しているかを確認できます。 

基本メニューは「売上上位推移」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「売上上位推移（メーカー・商品・品種）」 

上位の売れ行きがどのように変化しているかを確認できます。月単位で売上を登録している場合は月別、週

単位での登録時は週別で確認可能です。 

メーカーや品種といった分類、または単品を指定して商品の売上推移を確認できます。 

 

※設定変更方法はグラフ分析と同様です 

 

 

 

 

 

① ② 

③ 
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77．「前年比較」 

品種、メーカー、商品の売上を、折れ線グラフで前年と比較します。表示するには前年同期間の売上データ

登録が必要です。 

基本メニューには「前年比較」をご用意しています。 

■基本メニュー 

「前年比較（メーカー・商品・品種）」 

設定した売上データと、その前年の売上数量または売上金額の推移を、分類や商品を軸にして時系列で確認

できます。メーカーや品種といった分類、または単品を指定して前年と比較できます。 

 

前年比較分析を使用する場合は、［条件設定］で「基準情報」に前年のデータを設定します。 

 

※設定変更方法はグラフ分析と同様です 
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5-2.お気に入り登録 

各分析メニューは、一部の設定を変更して独自メニューとしてお気に入り登録できます。 

例えば、ランキング分析メニュー「店舗別商品ランキング」に「売価」の表示を追加したものを毎回使用した

い場合は、売価を追加して「お気に入り」へ追加することで、次回以降はメニューから選択できるようになり

ます。 

78．基本メニューの設定を一部変更してお気に入りに登録します。 

今回は［基本メニュー］より「店舗別商品ランキング」を選択します。 

 

79．画面右側［詳細設定］をクリックします。 

 

80．詳細設定内の「オプション設定」「表示項目」等変更したい内容で設定します。 

今回は表示項目に「売価」を追加します。 

表示項目「選択可能項目」から「売価」を選択して［追加］をクリックします。 

81．［設定］をクリックします。 

 

■詳細設定 

各グラフに合わせた設定が可能です。 

ランキング分析の場合は、表示項目の他、

ABC 分析の表示有無や色の変更、フォン

トサイズの変更などが可能です。 
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82．［お気に入り］の文字上をクリックし「お気に入りへ追加」を選択します。 

※ボタンは上下別の機能に分かれています。 

 

83．画面下に名称を入力して［登録］をクリックします。 

 

84．お気に入りに登録したメニューを使用する 

［お気に入り］をクリック、または［お気に入り］文字上をクリックして「お気に入り」を選択します。 

 

85．一覧より保存したお気に入りメニューをクリックして［選択］をクリックします。 

一覧に表示されない場合、分析メニューの種類を「全て」に変更してください。 

 

■お気に入りの変更・削除 

お気に入り画面の「変更」は、名

称変更のみ可能です。 

内容を変更する場合は、追加でお

気に入りを登録した後、既存のお

気に入りを選択して［削除］を実

行してください。 
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5-3.POS分析結果出力（自動レポート） 

POS 分析の結果はすべて Excel に出力できます。 

クロス ABC 分析やランキング分析は画面そのまま、グラフ分析や時系列分析は Excel グラフを用いて出力さ

れるため、出力後の確認、編集も容易です。 

定期的に分析結果を出力する場合は「自動レポート」機能を使用すると、毎回の設定の手間が省けます。 

86．Excel 出力したい分析を表示します。 

87．［Excel 出力］をクリック、または［Excel 出力］文字上をクリックして「Excel 出力」を選択します。 

※ボタンは上下別の機能に分かれています 

事前にフォントサイズやタイトルなどを設定する場合は出力前に「Excel 設定」を実施します。 

 

88．保存場所を選択し、名前を付けて保存します。 

 

89．「自動レポート」 

分析設定、お気に入り登録などをしておくと、分析を開かなくても分析結果を出力できます。 

［自動レポート］をクリックします。 

※分析メニューを閉じている必要があります 

 

90．初回は「新規作成」を選択します。 

二回目以降、同じ設定で出力する場合は「設定読込」より選択します。 

91．［次へ］をクリックします。 

■設定読込 

作成した「自動レポート」の選択

ほか、右下「設定内容を確認す

る」を有効にすると、既存の設定

内容の確認や変更が可能です。 



 

操作テキスト  ＰＯＳ分析編 

31 
 

92．［設定読込］より登録した分析設定を読込みます。 

新しく分析設定を行うことも可能です。 

 

93．設定画面は確認しつつ［次へ］をクリックして進めます。 

変更したい箇所があれば都度変更します。 

 

94．［出力情報］設定にて、出力したい分析メニューを選択します。 

基本メニューと、お気に入りに登録したメニューから出力したいメニューをダブルクリック、または［追加］

で出力情報内に追加します。 

95．設定後、［次へ］をクリックします。 
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96．［出力店舗］設定より、対象の店舗を有効にします。 

97．［次へ］をクリックします。 

 

98．［分析期間］設定/作成にて、どの期間のデータを使用するかを再度確認、設定します。 

同じ設定でレポート出力する場合は、［設定保存］より名前を付けて保存しておきます。 

99．［作成］をクリックします。 

「作成しますか？」メッセージを［はい］で続行します。 

   

100．「名前を付けて保存」画面で保存場所、ファイル名を付けて［保存］をクリックします。 

 

 

以上で、「POS 分析編」は終了です。 
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